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 様々な所で、平成が振り返られていますが小田原

市について振り返ってみたいと思います。 
 

■ピークより９６００人減る 
 小田原市の総人口については、19万0495人

（1989/1/1）と19万0999人（2019/1/1）

で、ほぼ変わりがありませんが、図１に示す通り

ピークからは約9600人減っています。 

１０４,０２９円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

印刷代(月刊武松印刷代)         １６,６０９円 

交通費(駐車場、燃料代)         ８,７２３円 

会場費（議会報告会）         １,０００円 

通信費(携帯電話代､折込代)      ７７,６９７円   

支出計 19/1/4～19/1/31           １０４,０２９円 
 

寄付 中川さん            ５,０００円 

１月の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 

   平成の３０年間を振り返って平成の３０年間を振り返って平成の３０年間を振り返って   
人口:同規模 扶助費:４倍 硬直化する財政人口:同規模 扶助費:４倍 硬直化する財政人口:同規模 扶助費:４倍 硬直化する財政   初期に大規模施設整備初期に大規模施設整備初期に大規模施設整備         

 図２の３年齢区分別人口比率で1990年と2015

年を比較すると、１５歳未満比率では、17.6％が

11.9％と１/３減となっています。 

 ６５歳以上比率では、11.6％が、27.8％となり、

２.４倍になっています。 

 65歳以上人口比率に対する15～64歳割合の比

率、すなわち何人の生産年齢で一人の高齢者を支え

ているかという比率は、 

 70.8÷11.6＝6.1人（1990） 

 60.3÷27.8＝2.2人（2015） となります。 
 

■硬直化する財政 
 図３に一般会計の推移を示します。投資的経費(道

路、橋、公園、学校、市営住宅の建設等の整備)は、

一時期はピークの1/4まで落ち込んでいましたが、

近年の伸びは斎場と焼却場の整備によるものです。 

 扶助費(医療費助成、児童手当、障害者自立支援給

付、民間保育所の運営、生活保護扶助費)は、30年

で4倍の183.6億円まで、直線的に伸びています。 
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図1 小田原市の人口推移各1/1現在
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図２ ３年齢区分別人口比率
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図３ 一般会計、扶助費、投資的経費の推移
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駅頭配布２０年！ 

武松忠議会報告会 

  日時  2月23日（土）18:00～20:00 

  場所  おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ 会議室8 

  テーマ 「市民ホール実施設計について」テーマが変わる場合もあります。 

  参加費 100円 終了後実費で懇親会を行います。 

 1/31をもって、同じ会派の大村学議員が、県議

選に向け議員辞職した為、３人会派であった政和が

会派構成要件を満たさなくなりました。 

会派が変わりました  協議の上、私と川崎雅一議員は、志民の会（細田

代表、安野副議長、鈴木敦子議員）に合流すること

になりました。 

 改選まで3ヶ月ですが、しっかりと予算審査に取

り組んでいきたいと思います。 

HP     twitter  facebook                Instagram 

                                                                                              

平成年代の箱物整備 
 かながわ・ゆめ国体（1998）に向けスポーツ施

設の建設が進みました。４０００㎡以上は太字 
 

1989 小峰庭球場 27㎡  

    下曽我小学校 5928㎡  

    多古しらさぎ会館 1006㎡  

1990 小田原球場 4050㎡   

    浅原住宅 5439㎡  

    上府中公園 49㎡  

    辻村植物公園 

    扇町クリーンセンター 803㎡  

    久野霊園 221㎡  

1992 梅の里センター 1164㎡  

    生きがいふれあいセンター「いそしぎ」   

     5312㎡ 

    看護師寮(白梅寮) 4810㎡  

    下曽我支所 56㎡  

    水道局庁舎 3081㎡  

1993 小田原フラワーガーデン 2785㎡  

1994 かもめ図書館 5657㎡  

    大窪小学校 7470㎡  

    消防本部庁舎 4289㎡  

    下水道ｺﾐｭﾆﾃｨｰホールかるがも 307㎡  

1995 上府中公園スポーツ広場 

    三の丸小学校 9599㎡  

            川東タウンセンターマロニエ 8250㎡  

    マロニエ子育て支援センター 198㎡  

    マロニエ住民窓口 224㎡  

    サンサンヒルズ小田原 3201㎡  

1996 小田原アリーナ 1万6200㎡  

    サンサンヒルズ小田原 3201㎡  

    下中老人憩の家 257㎡  

    鴨宮ケアセンター 514㎡  

    歯科二次診療所 594㎡  

1997 小田原テニスガーデン 674㎡  

    酒匂川スポーツ広場 407㎡  

    曽我保育園 320㎡  

    国府津駅前窓口コーナー 53㎡  

    消防荻窪出張所 279㎡  

    リサイクルセンター 1471㎡  

    栄町駐車場 8599㎡  

1999 曽我みのり館 346㎡  

2000 わんぱくらんど 661㎡  

2003 アークロード市民窓口 71㎡  

    西口第１自転車駐車場 

    西口第２自転車駐車場 

2005 城内弓道場 136㎡  

            城北タウンセンターいずみ 1188㎡  

    いずみ子育て支援センター 118㎡  

    いずみ住民窓口 44㎡  

    東口自転車駐車場 10㎡  

2006 消防南町分署 1411㎡ 

2007 橘タウンセンターこゆるぎ 1050㎡  

            こゆるぎ子育て支援センター 97㎡  

    こゆるぎ住民窓口 40㎡  

2010 酒匂川防災ステーション 243㎡  

2013 社会福祉センター 1601㎡  

2014 障がい児通園施設つくしんぼ教室 460㎡  
 

 1993年まで競輪からの繰入が年間30億円以上あ

り、小学校や図書館の整備も進みました。 


